
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）
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（TUE）

月曜
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土曜
（SAT）

編
集
後
記

　

今
回
の
特
集
は
、
８
月
に

あ
っ
た
花
火
大
会
や
伝
統
芸

能
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
、

影
で
一
生
懸
命
に
な
っ
て
頑
張

る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
事
前
準

備
や
終
了
後
の
ご
み
拾
い
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
人
た
ち
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
年
の
夏
も
、
暑
い
で
す
。

室
内
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
、

滝
の
よ
う
な
汗
が
。
野
外
で

の
お
祭
り
な
ど
で
取
材
に
出

か
け
る
と
、
炎
天
下
の
中
、

運
営
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
人
た
ち
の
輝
く
汗
と
、

い
き
い
き
し
た
表
情
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
日

が
続
き
ま
す
が
、
水
分
補
給

な
ど
こ
ま
め
に
し
て
熱
中
症

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
瀧 伊

●消費生活巡回相談
生月地区（生月支所相
談室）13：00～15：00

●消費生活巡回相談
大島地区（大島村公民
館）14：00～16：00

●消費生活巡回相談
中部地区（ふれあいセ
ンター娯楽室）13：00
～15：00

●若者応援相談会in
平戸（市役所本庁３
階C会 議 室）13：00
～ 14：30

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階 会 議 室）10：00～
16：00

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階 会 議 室）10：00～
16：00

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階 会 議 室）10：00～
16：00

●よろず相談会（田平
町民センター）９：30
～ 17：00

●個別創業相談会（市
役所本庁２階商工物産
課）10：00～ 16：00

●平戸起業塾（平戸商
工会議所会議室）19：
00～ 21：00

●平戸起業塾（平戸商
工会議所会議室）19：
00～ 21：00

●平戸起業塾（平戸商
工会議所会議室）19：
00～ 21：00

●平戸起業塾（平戸商
工会議所会議室）19：
00～ 21：00

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなし
の部屋）10：30～

●個別創業相談会（市
役所本庁２階商工物
産課）10：00～ 16：
00

９月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
９月のイベントカレンダー
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広報ひらど

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

●乳児育児用品第３
期貸出受付開始（～
９月14日）
●「あなたが一番輝いて
いた瞬間」写真コンテス
ト開始（～10月10日）

●まちゼミ開始（～９月
30日）

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～ 15：00

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～ 15：00

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●ライブラリーコンサー
ト（COLAS平戸ホール）
19：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～
●ダンロップツーリ
ングステーション
2017（川内峠）9：00
～14：00

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～
●結核予防週間（～
9月30日）

●動物愛護週間（～
9月26日）

敬老の日 秋分の日

夏
を
彩
る

特
集

舘浦の須古踊行事
比賣神社にて「アビャゴ」の祝詞の奉納

のりとひ　  め



火災救急件数

25件（20件）

982件（925件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成29年７月末現在平成29年７月末現在

43件（27件）

  １人（０人）

57人（37人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎内線2313問

人口の動き

■男　性　　15,097人（－15人）

■女　性　　17,136人（－33人）

■世帯数　　14,165戸（－８戸）

※（　）は、前月との比較

■総人口　    32,233人（－48人）

　平戸地区     18,688人（－22人）

　生月地区       5,603人（－７人）

　田平地区       6,838人（－18人）

　大島地区       1,104人（－１人）

平成29年８月１日現在

市民課戸籍住民班　☎内線2523問
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6夢に向かって羽ばたけ

三輪　笙太 さん

紐差小学校

紐差町

　みわ　　　 　しょうた

１年

平戸神楽以外に
も、父親がやって
いた剣道を今年
から習っており、
礼儀作法なども学
んでいます。

『歴史と伝統を受け継いで』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　歴史ある三輪神社の29代目として、伝統を受け継いでいっ
てほしいです。平戸神楽もしっかりと学んでほしいですし、学校
の勉強や剣道もあるので、過度の負担にならない範囲でやらせ
ていきたいですね。でも、平戸神楽は誰にでもできることではな
いので、ぜひ続けていってほしいです。

応援団
からの

一言

母・淳子 さん

将
来
は
、お
父
さ
ん
と
一
緒
に

平
戸
神
楽
を
披
露
し
た
い

目次・「長崎の味ポテトチップス」販売・
人口の動き・交通事故件数・火災救急件数

夢に向かってはばたけ

特集

夏を彩る
各種表彰者
避難場所を要チェック！
そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・私のまちの宝探し

高齢者の通いの場訪問

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー
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広報ひらど

重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
舞
い
の
数
は
、
全
部
で
24
種

類
あ
り
、
大
小
の
刀
を
口
や
両
脇
に

抱
え
舞
う「
二
剣
」の
舞
い
な
ど
は
、

全
国
的
に
も
有
名
な
舞
い
で
す
。
今

回
の
講
習
会
は
、
扇
子
と
鈴
を
手
に

舞
う
神
楽
の
基
本
所
作「
扇
舞
」や
、

四
方
を
祓
い
清
め
氏
子
の
長
寿
を
祈

る「
荒
塩
」な
ど
の
手
や
足
さ
ば
き
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
講
習
会
後
は

「（
講
習
会
に
参
加
し
て
）楽
し
か
っ
た
。

将
来
は
、
も
っ
と
き
れ
い
に
舞
え
る

よ
う
に
練
習
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
母
の
淳
子
さ
ん
は「
日
ご
ろ
か
ら
、

お
父
さ
ん
の
影
響
で
、
お
盆
や
祭
事

の
時
に
は
、一緒
に
お
供
え
物
の
準
備

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
父
さ
ん
が
神
楽
を
舞
う
姿
を
真
似

し
て一緒
に
舞
っ
た
り
と
、
好
奇
心
旺

盛
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ

て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
長
崎
く
ん

ち
や
精
霊
流
し
、
平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ

ラ
な
ど
も
、
じ
っ
く
り
見
て
た
ん
で

す
よ
」と
話
し
ま
し
た
。

　
平
戸
神
楽
は
、
舞
い
手
が
高
齢
化

し
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

担
い
手
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
こ
の
よ
う
な
担
い
手
が
、
た
く
さ

ん
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

べ
く
、
太
鼓
や
笛
の
音
に
あ
わ
せ
て
、

扇
子
や
鈴
を
使
っ
て
舞
う
作
法
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　
平
戸
神
楽
は
江
戸
時
代
、
平
戸

藩
士
が
全
国
の
神
楽
を
参
考
に
し
て
、

平
戸
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
神
楽
を
基

礎
に
し
て
完
成
し
た
舞
い
で
、
国
の

　
　
　
戸
神
楽
の
舞
い
を
学
ん
で
、

　
　
　
宮
司
に
な
る
の
が
夢
」と
話

す
の
は
、
紐
差
小
学
校
１
年
の
三
輪

笙
太
さ
ん
。

　
三
輪
さ
ん
は
、
今
年
か
ら
、
平
戸

神
楽
の
育
成
講
習
会
に
参
加
し
て
お

り
、
平
戸
の
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る

平
「

「長崎の味ポテトチップス」販売

　カルビー株式会社と平戸市では、カル
ビー株式会社が47都道府県の「地元なら
ではの味」を開発する「♥JPN(ラブジャパ
ン）」企画を共同で取り組んでいます。　
　カルビーでは、これまでもご当地限定
商品として、地域の自治体や教育機関な
どとコラボした商品を販売してきました
が、全国規模での企画で、社外と共創し
ながら商品を開発するのは、初めての取
り組みです。
　この度、記念すべき第１弾の「長崎の味
ポテトチップス」が、９月18日（月・祝）
から九州８県のコンビニエンスストアで
販売されます（コンビニエンスストア以外
の店舗では10月２日（月）から販売予定）。
ぜひご賞味ください。

商工物産課物産振興班　☎内線2216問

じゅんこ

あごだしポテトチップスのパッケージ



大
島
村
夏
祭
り
花
火
大
会
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大
島
の
夏
を
彩
っ
た「
大
島
村

夏
祭
り
花
火
大
会
」が
、
８
月
12

日
に
大
島
村
的
山
港一帯
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
祭
り
は
、
年
に
１
度
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
大
島

地
区
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　
会
場
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち

に
よ
る「
魚
の
つ
か
み
取
り
」か
ら

始
ま
り「
コ
ー
ラ
の
早
飲
み
競
争
」

「
バ
ン
ド
の
演
奏
」な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
約
５
０
０
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
皆
さ
ん
夏

の
大
島
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大島の夜空に約500発の花火が舞う

　この祭りは、大島の夏の風物詩
として定着しています。同時期に
伝統芸能の披露もあるので、帰省
客の皆さんにも楽しんでもらえた
とうれしく思います。
　スタッフは若者が少なく年々高
齢化しています。今後も、規模は
小さくなるかもしれませんが、続
けていきたいと思っています。

岩本  順侍さん
大島村

いわもと　　　　じゅんじ

大島村夏祭り花火大会
実行委員会委員長

１_的山外港に打ち上げら
れた花火／２_大島村青年
団によるバンドの演奏披露
／３_コーラの早飲み競争
／４_子どもたちによる魚の
つかみ取り

　
８
月
は
、
平
戸
が
１
年
間
で一

番
血
気
盛
ん
に
な
る
シ
ー
ズ
ン
。

　
夏
祭
り
や
伝
統
芸
能
な
ど
、
市

内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
帰
省
客
や

市
民
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
夏
の
良

き
思
い
出
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
心

の
中
に
残
って
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
担

い
手
の
確
保
が
難
し
い
中
で
、
必

死
に
裏
方
で
頑
張
る
人
た
ち
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
人
た
ち
の
お

か
げ
で
、
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
は
、
裏
方
の
皆
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
、
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
を
追
い
ま
し
た
。

各地でイベントが開催
　　　帰省客や市民でにぎわう

夏
祭
り
や
伝
統
芸
能
、
燃
え
た
平
戸
の
夏

１

２ ４３



た
び
ら
夏
祭
り

　
　

シ
ー
サ
イ
ド
花
火
大
会

平
戸
港
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
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「
た
び
ら
夏
祭
り
シ
ー
サ
イ
ド

花
火
大
会
」が
、
８
月
17
日
に
田

平
港
内
埋
立
地一帯
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
出
店
が
並
び
、
子

ど
も
た
ち
は
、
う
れ
し
そ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ

こ
い
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
高

校
生
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
な
ど
で

会
場
を
盛
り
上
げ
、
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
花
火
で
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
田
平
港
と

う
ま
く
相
ま
っ
て
、
幻
想
的
な
風

景
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
平
戸
港
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」

が
、
８
月
18
日
に
平
戸
港
交
流
広

場一帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
に
開
催
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
影
響
で
こ
の
日
に
順

延
。
当
日
は
、
晴
天
で
風
も
な
く

絶
好
の
祭
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
商
工
会
議
所
青
年

部
が
中
心
と
な
り
、
舞
台
の
イ
ベ

ン
ト
の
進
行
や
、
屋
台
を
出
店
す

る
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
、
平
戸
港
に

百
花
繚
乱
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
皆
さ
ん
き
れ
い
な
花
火
に
酔

い
し
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

平戸城との魅惑的なコラボレーション 港と一体となった幻想的な風景

　昔はいろいろな祭りがあって、
地域には一体感がありました。
　現在は、地域の行事も少なくな
くなってきており、この祭りは、
数少ない地域の喜びを共有し団結
できるイベントです。今後とも、こ
の祭りが地域のシンボルとして継
続していくために、地域と行政が
一体となって頑張っていきます。

立石傳太郎さん
新町

たていし　　　でんたろう

平戸港夏まつり
実行委員会委員長

　この夏祭りは、田平町内の皆さ
んをはじめ、多くの人たちの寄附
によって行われています。準備や
後片付けなど、実行委員をはじめ
多くの町民や各種団体の皆さんに
にボランティアでご協力していた
だいています。
　今後も、地域活性化のために続
けられることを期待しています。

１_平戸城とコラボレーショ
ンした花火／２_コンテスト
で入賞し賞品を受け取る少
女／３_田助ハイヤ節保存
会による踊りの披露／４_か
き氷を買う人たち

１_田平港に打ち上げられ
た花火／２_北松農業高校
生徒による田平権現太鼓の
披露／３_出店を楽しむ少
年／４_スタジオシャインに
よるダンスの披露

田平町

おおつぼ　　　　しげき

たびら夏祭り
　実行委員会会長
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優
美
に

　

舞
い

踊
る

―
  

お
盆
の
伝
統
芸
能
が
市
内
各
地
で
開
催  ―

須
古
踊
行
事
」、
大
島
地
区
の

「
大
島
の
須
古
踊
」「
大
島
の
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
」「
大
島
の
流
儀
」、
ど
れ

も
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
た
ち

が
守
り
抜
い
て
き
た
特
色
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
し
か
し
、
後
継
者
不
足
で
存
続

の
危
機
に
あ
る
伝
統
芸
能
も
あ
り

ま
す
。
先
人
た
ち
か
ら
受
け
た
バ

ト
ン
は
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
確
実

に
渡
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

存
続
の
た
め
に
は
担
い
手
の
確
保

は
急
務
で
あ
り
、
若
者
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る「
伝
統

芸
能
」。

　
独
自
の
形
態
を
伝
承
し
つ
つ
も
、

時
代
ご
と
に
流
行
し
た
衣
装
や
芸

能
を
う
ま
く
取
り
込
み
な
が
ら
、
絶

や
す
こ
と
な
く
各
地
域
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝

統
芸
能
が
、
８
月
11
日
か
ら
18
日

ま
で
市
内
各
地
区
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
戸
地
区
の「
平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ

ラ
」、
獅
子
地
区
の「
獅
子
の
須
古

踊
」、
度
島
地
区
の「
度
島
の
盆
ご

う
れ
い
」、
生
月
地
区
の「
舘
浦
の

　
こ
の
他
に
も
平
戸
に
は
多
く
の

伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
素
晴
ら
し
い
芸
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
今一度
地
域
の
取
り
組

み
に
目
を
向
け
、
地
域
と一緒
に

な
って
暮
ら
し
て
い
く
決
意

を
持
っ
た
若
者
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。　
　

度
島
の
盆
ご
う
れ
い

「
寺
の
下
の
坂
起
こ
し
」

広報ひらど 平成29年９月号 8

平
戸
の

「
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」奉
納

１_度島の盆ごうれいの笛／２_

平戸のジャンガラ（平戸地区）

／３_大島村盆踊り合同公開で

の流儀／４_獅子の須古踊りの

枠ふり／５_舘浦の須古踊行事

の傘鉾／６_大島村盆踊り合同

公開での須古踊り／７_舘浦の

須古踊行事参加者全員での参

拝／８_獅子の須古踊りの杖使

い／９_舘浦の須古踊行事の花

杖／ 10_度島の盆ごうれいの

先払いの人たち／ 11_度島の

盆ごうれいの棒術／ 12_舘浦

の須古踊行事の中踊りの歌詞

Hirado City Public Relations,2017.99

うた
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たなか　　　　　たつや

　福岡県久山町「久山相撲場」で
開催され、実業団や現役大学生
など強豪選手を倒しての快挙。
「昨年は優勝しているで、変な
相撲は取れないと思っていまし
たが、余計な緊張感もなく肩の
力を抜いて取組ができました。
10月には国体もあるので、優勝
できるようにさらに稽古に励み
ます」と先を見据えていました。

個人戦
準優勝
　田中　達也さん　
　　　（田平町）
佐世保特別支援学校高等部
北松分教室勤務

みちぞえ　　　　　 ひめ

　和歌山市「ビックホエール」
で開催され、全国の強豪を抑え
見事優勝の栄冠を勝ち取りまし
た。「道場では年上のお姉ちゃ
んたちと、家でもお兄ちゃんと
練習してるので、怖がらず試合
をすることができました。先生
の言うことをしっかり聞いて、
いっぱい練習して来年も優勝し
たいです」と話しました。

第27回全国選抜大学・社会人対抗相撲大会

全日本空手道連盟剛柔会第43回全国空手道選手権大会

１年生女子個人組手
優勝
　道添　妃萌さん　
     平戸小学校１年
       （戸石川町）
    山田空手道
    スポーツ少年団所属

各種表彰者
　夏休みなどに開催された全国大会や九州大会、県大会で好成績を収めた個人や団体を紹介します。皆さん
持っている実力をいかんなく発揮し、大舞台で活躍されました。

平成29年度長崎県高等学校
相撲選手権大会

第27回長崎県少年相撲選手権大会

長﨑　翔栄さん
北松農業高校３年

(田平町）

優勝
ながさき　　　　しょうえい

個人戦

田渕　龍馬さん
生月小学校３年
(生月町）

優勝（３連覇）
たぶち　　　　　りょうま

小学３年生の部

桝屋　良輔さん
田平南小学校６年
（田平町）

優勝
ますや　　　　 りょうすけ

小学６年生の部

平成２９年度長崎県中学校総合体育大会

全国高等学校ダンスドリル選手権大会2017九州大会

優勝
ＨＩＰＨＯＰ男女混成部門Small編成

猶興館高校ダンス同好会
　福岡県粕屋町「かすやドーム」で開催され
た大会には５チームが参加。ジャンプやブ
レークダンスを織り交ぜた躍動感ある踊り
を見せ、頂点に立ちました。

第５６回全国教職員相撲選手権大会

優勝（６連覇）
団体戦

（前列左から野口さん、田中さん、後列左松永さん）

長崎県チーム
　福井県大野市「エキサイト広場総合体育施
設」で開催され、本市在住の猶興館高校教員
の松永六十四さん、生月中学校教員の野口
清之さん、佐世保特別支援学校高等部北松
分教室教員の田中達也さんが出場しました。

剣道 女子団体戦

女子48ｋｇ級柔道

優勝

優勝（３連覇）

中部中学校

松浦ゆうきさん
平戸中学校３年
(岩の上町）

前列左から（柔道）松浦ゆうきさん、（剣道）川村優衣さん、西川愛里さん、前川琴美さん
塚本紗弥さん、林穂乃花さん　   後列左から2番目前川楓花さん、４番目平山愛梨さん

※全国大会はベスト８

※全国大会は３回戦敗退

※全国大会は４位入賞

まえかわ　ことみにしかわ　あいりかわむら　  ゆい

はやし　  ほのかつかもと　  さや ひらやま　  えりまえかわ　ふうか

まつうら
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　本格的な台風シーズンの到来。災害対策基本法において、災害種別ごとに避難者が切迫した災害の危険から逃れるた
めの「指定緊急避難場所」と、災害が発生した後に避難者が一定期間滞在し、その生活環境を確保するための「指定避難
所」を明確に区分し、指定することが規定され、下記のとおり「指定緊急避難場所 」および「指定避難所」を指定しました。

避難場所を要チェック！
海抜
（ｍ）

春日公民館
高越町公会堂
旧獅子小学校体育館
獅子町民運動場
獅子ふれあい会館
宝亀第２公会堂
平戸市ふれあいセンター
東和愛児園
紐差小学校
紐差小学校グラウンド
中部中学校
中部中学校グラウンド
中部市民運動場
平戸荘
旧大川原小学校体育館
大川原第一公会堂

長崎県立平戸高等学校体育館

長崎県立平戸高等学校武道場

長崎県立平戸高等学校グラウンド
根獅子小学校
根獅子小学校グラウンド
飯良町公会堂
南部地区
中津良小学校
中津良小学校グラウンド
猪渡谷地区集落センター
堤小学校
堤小学校グラウンド
南部中学校
南部中学校グラウンド
平戸市多目的研修センター
平戸市多目的運動広場
わだつみの里
津吉小学校
津吉小学校グラウンド
前津吉公会堂
志々伎小学校
志々伎小学校グラウンド
志々伎ふれあい会館
旧志々伎小学校早福分校
旧志々伎小学校早福分校グラウンド
野子小中学校
野子小中学校グラウンド
旧野子小中学校高島分校
宮の浦漁民研修センター
南部市民屋内運動場

38
68
23

24
55
6
10
2.3

12

31
20
120
31

107

95

35

5

3.6

8

20.3

12.2

2.2

2.8

37

5

12

2.5

18

22

5
2.5
2

春日町189-1
高越町566-1
獅子町782
獅子町480
獅子町1025-1
宝亀町973-1
紐差町678-1
紐差町690-1

紐差町665

紐差町363

紐差町1108
紐差町450
赤松町23
大川原町568-3

草積町261

根獅子町181

飯良町690-1

下中津良町409

猪渡谷町219

堤町382

津吉町241

辻町199

辻町178

田代町575

前津吉町165-1 165-2

志々伎町1295

志々伎町292-1

早福町229

野子町1955

野子町159
野子町1044-15
辻町199

春日 (一時避難所 )
高越
高越、獅子第１、獅子第２、
獅子第４
獅子第３
宝亀第１・第２・第３・第４
紐差第１
紐差第２
紐差第３、紐差第４、深川、迎紐差、
木ヶ津第１、木ヶ津第２、木ヶ津第
３、木ヶ津第４、赤松、草積、大石脇
春日、高越、獅子第１、獅子第２、獅子第３、
獅子第４、石原田、木場、田﨑、神鳥、宝亀第
１、宝亀第２、宝亀第３、宝亀第４、朶の原

対象：避難行動要支援者
大川原、赤松、木ヶ津第４
大川原 (一時避難所 )
春日、高越、獅子第１、獅子第２、獅子第３、
獅子第４、紐差第1、紐差第2、紐差第3、紐
差第4、深川、迎紐差、木ヶ津第1、木ヶ津
第2、木ヶ津第3、木ヶ津第4、赤松、草積、
石原田、木場、田崎、神鳥、宝亀第1、宝亀第
2、宝亀第3、宝亀第4、朶の原、上中津良
根獅子第１、根獅子第２、根獅子第３、
根獅子第４、飯良第１、飯良第２
飯良第１、飯良第２(一時避難所）

上中津良、下中津良，敷佐、
猪渡谷
猪渡谷 (一時避難所）

堤、猪渡谷

神船、津吉中央，津吉元、
鮎川、大佐志

鮎川、中山

対象：避難行動要支援者
田代、神上、前津吉浦、前津
吉浜、船木
前津吉浜
大志々伎、志々伎浦、志々伎
岡、志々伎肥、船越、向月
志々伎岡

早福

野子、宮の浦

高島
宮の浦 (一時避難所 )
津吉元

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
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○
○
○
○
○
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○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
２階以上可

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○
○

２階以上可

○
○
○
○
○
２階以上可

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

未設置
未設置

未設置

28-0885
未設置
28-0044
28-0156

28-0009

28-0026

28-1155
未設置
未設置

28-0744

28-1020

28-1963

27-0135

未設置

27-0466

27-0029

27-0047

27-2200

27-0019

未設置

27-0049

29-1509

未設置

29-1220

未設置
未設置
未設置

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○

○

○

○

所　在　地 該当地区

中部地区

避難場所 指定緊急避難場所（避難先が対象とする災害に○）
崖崩れ、土石
流、地滑り 洪水 高潮 地震 津波

大規模
火事

指
定

避
難
所

福
祉

避
難
所

臨
時

避
難
所

電話

海抜
（ｍ）

度島小中学校
度島小中学校グラウンド
度島町へき地保育所
ふれ愛センター度島
北部地区
田助小学校
田助小学校グラウンド
平戸市田助ハイヤ節伝承館
光の園保育園
平戸中学校
平戸中学校グラウンド
平戸市総合運動公園「ライフカントリー」多目的グラウンド
平戸市総合運動公園「ライフカントリー」赤坂野球場
みのり保育園
愛の園保育所
平戸小学校
平戸小学校グラウンド

平戸文化センター

平戸市社会福祉センター
あんのん
長崎県立猶興館高等学校体育館
長崎県立猶興館高等学校武道場
長崎県立猶興館高等学校第１運動場
平戸幼稚園
平戸幼稚園グラウンド
平戸市未来創造館
古江町民体育館
古江町民体育館グラウンド
山中公会堂
中野中学校
中野中学校グラウンド
中野小学校
中野小学校グラウンド
中野ふれあい会館
川内漁民センター

63.1

10
10

54.5

54.5
53.6
53

134
69
18.1
40.4

7.5

2.8

13
18

5

20

13

28

59

25

22

21
2

度島町1082

度島町1655
度島町1673

大久保町441-1

大久保町326-15
大久保町322-11

鏡川町42

鏡川町944-３
鏡川町944
鏡川町252
鏡川町361

岩の上町1509

岩の上町1529

岩の上町1466
戸石川町950

岩の上町1443

岩の上町1219-1

岩の上町1458-2

古江町548

山中町781

中野大久保町1096

中野大久保町888

中野大久保町796-1
川内町1024-10

度島浦、度島中部、度島三免

度島浦 (一時避難所 )
度島浦 (一時避難所 )

幸の浦、田の浦、曲り、潮の
浦、田助在、田助浦、神崎
油水
神崎、田の浦、潮の浦
中の原、大久保、小川、田原崎、西の
久保、薄香浦、梅崎、後平、薄香越

田原崎
西の久保
清水川、稗田、中の崎、下大垣、
上大垣、新町、職人町、魚の棚町
亀岡、白浜、紺屋町、木引田町、
築地町、宮の町、浦の町、崎方町
対象：避難行動要支援者
対象：避難行動要支援者
亀岡、清水川、白浜、稗田、中
の崎、明の川内、下大垣、上
大垣、大野、木引、赤坂

清水川 (一時避難所 )

高麗町、戸石川、杉山

古江、大瀬

山中 (一時避難所 )
大山、水垂、山中、坊方、主師、
山野・白石
川内浦、中野大久保、下中野、
古江、大瀬
川内在
川内浦 (一時避難所 )

○

○
○

○

○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○
○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○
○

○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
２階以上可

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

25-2002

25-2615
25-2834
　

22-2516

未設置
23-2612

22-3136

22-2575
22-2244

22-2410

22-5300

22-2180
23-8815

22-2064

22-2810

22-2418

未設置

未設置

24-2620

24-2606

24-2121
未設置

○

○
○

○

○
○
○

○
○
○

○

○
○

○

○
○

○
○

○

○

○
○

所　在　地 該当地区

度島地区

避難場所 指定緊急避難場所（避難先が対象とする災害に○）
崖崩れ、土石
流、地滑り 洪水 高潮 地震 津波

大規模
火事

指
定

避
難
所

福
祉

避
難
所

臨
時

避
難
所

電話

①指定緊急避難場所 ・・・災害が発生し、または発生するおそれがある場合に、速やかにその危険から逃れ自らの生命を守るために、一
　　　　　　　　　　　  時緊急的に避難する場所
②指定避難所・・・災害時、避難した方が災害の危険性がなくなるまでの間に滞在し、または災害による被害で家に戻れなくなった方が             
                         一定期間その生活のために滞在する、市が指定する施設
③福祉避難所 ・・・災害時に特別な配慮を必要とする、高齢者・障がい者・妊婦などのための避難所
④臨時避難所 ・・・指定避難所には該当しないが、災害が発生し、または発生するおそれがある場合に、速やかにその災害の危険から逃
                          れるため状況に応じて臨時的に開設する施設
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海抜
（ｍ）

米の内区公民館
田平中学校
田平中学校グラウンド
西荻田区公民館
南荻田区公民館
下寺区公民館
生向区公民館
田平町南地区交流センター
田平南小学校
田平南小学校グラウンド
外目区公民館
以善区公民館
田代区公民館
草笛ケ丘
田平町体育館
田平町武道館
下里研修センター
上里研修センター
平戸市福祉保健センター
岳崎区公民館
福崎区公民館
小崎営農研修センター
下亀区公民館
田平東小学校
田平東小学校グラウンド
田平町東地区交流センター
たびら活性化施設
大島地区
東神浦公民館
平戸市商工会大島支所
西神浦公民館
大島村公民館
ながさき西海農業協同組合大島支店
前平公民館
西宇戸公民館
大根坂公民館
大島村漁業協同組合大根坂漁民センター
大島村漁業協同組合的山漁村センター
板の浦集会所
大島地区活性化センター
大島高齢者生活福祉センター
大島村保育所
大島小学校
大島小学校グラウンド
大島中学校
大島中学校グラウンド

65

66

54
101
96
102
126

126

95
105
130
175
16
16
19
24
16
39
50
76
61

60

59
16

7
2.7
3
10
2.5
70
92
45
2
2.5
45
3
122
114

110

110

田平町一関免194-3

〃　荻田免20-1

〃　荻田免1544
〃　荻田免1013-3・1013-4
〃　下寺免1168-5
〃　下寺免642-102・103
〃　深月免43-1

〃　下寺免47

〃　下寺免1801-2・1828-8
〃　以善免827
〃　田代免140-9
〃　古梶免40-1
〃　里免93-1
〃　里免93-1
〃　里免1230･1233-2
〃　里免667-2・671-5
〃　里免90
〃　岳崎免201
〃　福崎免624-3・4
〃　小崎免943-1
〃　下亀免805-1

〃　下亀免583

〃　下亀免583-4
〃　里免27-1

大島村前平1049-1
〃　神浦229
〃　神浦104
〃　前平1840-1
〃　神浦188-1
〃　前平1086-2
〃　西宇戸1372-2
〃　大根坂2158-1
〃　大根坂2292-22
〃　的山川内330-3
〃　的山戸田679-5
〃　的山川内790-1
〃　前平2727
〃　前平2737

〃　前平2749

〃　前平2037-1

米の内 (一時避難所 )
坊田、小手田、米の内、東荻田、
西荻田、生向、下里、上里
西荻田 (一時避難所 )
南荻田 (一時避難所 )
下寺 (一時避難所 )
生向 (一時避難所 )
一時避難所
南荻田、下寺、外目、以善、万
場、田代、古梶、深月
外目 (一時避難所 )
以善 (一時避難所 )
田代 (一時避難所 )
対象：避難行動要支援者
一時避難所
一時避難所
下里 (一時避難所 )
上里 (一時避難所 )
対象：避難行動要支援者
岳崎 (一時避難所 )
福崎 (一時避難所 )
小崎 (一時避難所 )
下亀 (一時避難所 )

岳崎、福崎、小崎、上亀、下亀

一時避難所
一時避難所

東神浦
東神浦 (一時避難所 )
西神浦 (一時避難所 )
東神浦、西神浦、前平
西神浦 (一時避難所 )
前平 (一時避難所 )
西宇戸 (一時避難所 )
大根坂 (一時避難所 )
大根坂 (一時避難所 )
的山浦、的山在 (一時避難所 )
的山在 (板の浦）(一時避難所 )
的山浦、的山在 (一時避難所 )
対象：避難行動要支援者
一時避難所
東神浦、西神浦、前平、西宇戸、
大根坂、的山浦、的山在、板の浦

前平、西宇戸、大根坂

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○　

○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

未設置

57-0062

未設置
未設置
57-2244
57-3542
57-1852

57-0064

未設置
未設置
未設置
57-1228
57-0968
未設置
未設置
57-3100
57-0977
未設置
未設置
未設置
未設置

57-0002

57-0816
57-1041

未設置
55-2117
未設置
55-2511
55-2541
未設置
未設置
未設置
55-2374
55-2531
未設置
未設置
55-2100
55-2006

55-2004

55-2043

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

○

○

○

所　在　地 該当地区

田平地区

避難場所 指定緊急避難場所（避難先が対象とする災害に○）
崖崩れ、土石
流、地滑り 洪水 高潮 地震 津波

大規模
火事

指
定

避
難
所

福
祉

避
難
所

臨
時

避
難
所

電話 海抜
（ｍ）

生月小学校
生月小学校グラウンド
生月中学校
生月中学校グラウンド
山田小学校
山田小学校グラウンド
生月勤労者体育センター「野球場」
旧生月保育所
旧生月保育所グラウンド
生月こども園
山田児童館
山田地区活性化センター
平戸市多目的集会施設
生月町元触地域交流センター
山田幼稚園
山田幼稚園グラウンド
生月町御崎コミュニティセンター
生月船員福祉会館
生月町中央公民館
生月町開発総合センター
生月高齢者生活福祉センター
堺目地区活性化センター
田平地区
日の浦区公民館
野田研修センター
永久保区公民館
平戸口社会館
山内区公民館
大崎区公民館
釜田区公民館
大久保団地集会所
田平ホーム
山内団地集会所
平戸口区公民館
田平町民センター
永田団地集会所
田平北小学校
田平北小学校グラウンド
田平公園運動広場
田平公園テニスコート
坊田区公民館
長崎県立北松農業高等学校体育館
長崎県立北松農業高等学校格技場
長崎県立北松農業高等学校グラウンド
小手田区公民館
長崎県肉用牛改良センター
たびら昆虫自然園

57

120

39

138

17

34
2.5
52
44
80

27

59
2.5
4
4
82
68

3
28
43
39
25
32
2.5
22
36
37
25
34
30

37

67
62
45

81

73
80
105
101

生月町里免3174

〃　山田免2451-1

〃　山田免511

〃　里免2174-1

〃　里免2968-3

〃　山田免526-1
〃　舘浦284-20
〃　山田免712-1
〃　壱部4873-1
〃　里免1372-1

〃　山田免551-1

〃　御崎292-1
〃　舘浦107-2
〃　壱部浦91
〃　里免1610
〃　山田免3011
〃　里免3849-1

田平町山内免361-2
〃　野田免131-5・132-3
〃　大久保免1239-2
〃　山内免764-21
〃　山内免42-1
〃　大久保免829
〃　大久保免134-10
〃　大久保免41
〃　山内免232
〃　山内免469-4
〃　山内免458-11
〃　山内免270-1
〃　山内免66-5

〃　小手田免970-2

〃　小手田免823-1
〃　小手田免823-1
〃　小手田免1118-4・1119-1

〃　小手田免54-1

〃　小手田免194-1
〃　小手田免26-6
〃　荻田免1628-4

堺目地区、浦北地区、浦南
地区

元触地区、山田地区

山田地区、舘浦地区 ( 第１、
第２)

壱部浦地区

山田地区
舘浦地区 (第２)(一時避難所 )
山田地区 (一時避難所 )
壱部浦地区
元触地区 (一時避難所）

舘浦地区 (第１)

御崎地区
舘浦地区 (第３、第４、第５)
壱部浦地区
一時避難所
対象：避難行動要支援者
堺目地区

日の浦 (一時避難所 )
野田 (一時避難所 )
永久保 (一時避難所 )
一時避難所
山内 (一時避難所 )
大崎 (一時避難所 )
釜田 (一時避難所 )
大久保団地 (一時避難所 )
対象：避難行動要支援者
山内団地 (一時避難所 )
平戸口 (一時避難所 )
山内、平戸口、大崎、日の浦
永田団地 (一時避難所 )
日の浦、野田、永久保、釜田、
大久保、永田 (一時避難所）

坊田 (一時避難所 )

小手田、坊田

小手田 (一時避難所 )
一時避難所
一時避難所

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

53-0014

53-1229

53-1004

未設置

53-1079
53-1759
53-1790
未設置
53-2406

53-0835

53-2965
53-2583
53-0541
53-1444
53-2615
未設置

57-1323
未設置
57-2727
57-0236
未設置
未設置
57-1781
未設置
57-1966
未設置
57-1960
57-0207
未設置

57-0020

未設置

57-0511

未設置
57-1684
57-3348

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○

○

○

所　在　地 該当地区

生月地区

避難場所 指定緊急避難場所（避難先が対象とする災害に○）
崖崩れ、土石
流、地滑り 洪水 高潮 地震 津波

大規模
火事

指
定

避
難
所

福
祉

避
難
所

臨
時

避
難
所

電話



『おつきみバス』
作・絵／藤本ともひこ
出版社／鈴木出版

『さかなのたまご』
写真・文／内山りゅう
出版社／ポプラ社

『クラスで楽しく
　ビジョントレーニング』
編著／北出勝也
出版社／図書文化社

『宇宙の生命　
　　　　青い星の秘密』
作／ルーシー＆スティーヴン・ホーキング
訳／さくまゆみこ
出版社／岩崎書店

『月の満ち欠け』『脳にいいこと事典』
著／佐藤　正午
出版社／岩波書店

監修／白澤卓二
出版社／西東社
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平戸図書館：なし　永田記念図書館：５日（火）、12日（火）、19日（火）、24日（日）、26日（火）今月の休館日

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207
大島村公民館図書室 ☎55‐2985

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ
http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間
各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 主なイベント

平戸図書館

毎週日曜　午後２時～

13日（水）　午前10時30分～

９日（土）・28日（木）　午後２時～

30日（土）　午後７時～

毎週土曜　午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『陽のあたる場所』（アメリカ：122分）

ライブラリーコンサート（COLAS平戸ホール）
「フラウエンコール・ユーコー＆ピアトラ・ピ
アッタ」によるコーラスです。（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）永田記念
図書館

刊
新
の
め
す
す
お

　今日はお月見です。ところ
が、お月様にお供えしたお団
子が、うさぎに盗まれてしま
いました。おしゃべりするふ
しぎなバスくんとねずみたち
が追いかけていくと…。楽し
い行事の絵本です。

　川でくらす魚たちは、さま
ざまな作戦で次の世代に子ど
もたちを残そうと奮闘してい
ます。魚たちが長い時間をか
けてつくりあげた生き残りの
知恵を、迫力ある写真で紹介
しています。

　中学生のジョージは宇宙が大
好き。ある日、ジョージとアニー
はジュニア宇宙飛行士になるた
めのキャンプに参加することに
…。物語を楽しみながら、宇宙
の知識が身につくホーキング博
士のスペース・アドベンチャー。

　私たちは情報の８割を眼か
ら得ているといわれます。こ
の見え方に課題があり、学習・
運動に支障をきたしている子
どもたちの存在が、明らかに
なってきました。見る力を伸
ばすビジョントレーニングの
実践を紹介した本です。

　主人公・小山内の前に現れ
た７歳の少女るりは、15年
前に交通事故で亡くなった高
校生の娘・瑠璃の生まれ変わ
りなのか。「永遠の1/2」で
すばる文学賞、「鳩の撃退法」
で山田風太郎賞受賞の佐世保
市在住の作者の最新作。第
157回直木賞受賞作品です。

　脳の老化を防ぐ生活習慣
や、脳を守る食事のとり方、
脳の神経細胞を増やす運動・
脳トレなど、脳に関するい
いことが満載。認知症予防
の第一人者が、最新の研究
に基づいて詳しく説明した
この本を参考に、脳が若返
る生活を送りませんか。

Hirado City Public Relations,2017.９17

私のまちの
宝探し

ことばかりです」と話してくれました。
　地域の人は、海の生き物や食べ
方など多くのことを教えてくれますが、
暮らしと海の距離感が近かった世代
が積み上げてきた知恵や食文化など
が、若い世代に引き継がれていない
ように感じることもあるといいます。
「地域で継承されてきた文化的な記
憶が途切れていくのはもったいない。
根獅子の宝を次の世代につなぐこと
ができればうれしい」という吉田さん
は、今年の4月から、奥さんと一緒
に根獅子の高台に宿泊施設「ゲスト
ハウス山彦舎」をオープンし、併せて
移住者という視点を生かしたまちづく
り活動を、地域と一緒になって進め
ています。

　「根獅子町は歩いているだけで楽し
い」という吉田さんは、平成27年9
月に家族と一緒に根獅子へ移住して
きました。今の生活は、不便ではな
いかとよく聞かれることもありますが
不便だと感じたことはないそうです。
　根獅子の人たちから、子どものこ
ろ泳いでいた場所として紹介された
「オゴラ」と呼ばれる岩場一帯が吉田
さんの宝もので、仕事が終わった後
によく泳ぎに訪れるそうです。根獅子
と言えば、白砂の海水浴場というイ
メージがありますが、岩場の前に広
がる海は宝の山だといい「根獅子の
海はとてもきれいですが、魚や貝、
海草など潜らないと分からないことだ
らけで、潜るたびに刺激的で新鮮な

吉田　佑介 さん
根獅子町

このコーナーでは、地域
に眠る小さなお宝を紹介
します。

根獅子の「オゴラ」　　　（根獅子町）

たくさんの宝ものを発見できるとい
う根師子の「オゴラ」

文化交流課文化遺産班　☎内線2278問

 よしだ 　　   ゆうすけ

　
　カルシウムは、骨を作るほか、
神経の情報伝達や血液の凝固
などにもかかわる大切な栄養素
で、現在、日本人に最も不足
しています。吸収率の高い牛
乳・乳製品を料理にも使い、
毎日の摂取を心がけましょう！ 今村　慶子 さん

田平支部つばき会

毎日の食事にカルシウム
をプラス！！

【材料（４人分）】

『切干大根のミルク煮』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

切干大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･40g
にんじん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･20g
しいたけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･２個
ちくわ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２本
さやいんげん・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20g
サラダ油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ1
牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２カップ
だしの素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ１
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      小さじ１

【作り方】

【栄養（１人分）】

切干大根はたっぷりの水でもどし、水気をきっておく。
にんじん、しいたけはせん切り、ちくわ、さやいんげんは斜め
薄切りにする。
フライパンに油を熱し、①、②を入れて炒める。
牛乳、だしの素、しょうゆを加え水分がなくなるまで煮詰め、
器に盛る。

●カロリー134ｋcａｌ　●たんぱく質6.9ｇ  ●カルシウム171mg
●食塩相当量1.1g

３

４

２

１

 いまむら   　　けいこ

６

ねしこ
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平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　   

　
　
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
内
線
2
5
8
6

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！ ―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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Interview 活 動 日／毎週土曜　
　　　　　午後１時～午後２時30分
活動場所／高越公会堂
対 象 者／高越地区住民
代　　表／鴨川　照幸
連 絡 先／２８ー１８４４

高越地区
住民主体の通いの場

鴨川　照幸 さん
（高越町）

代表

　自分自身が脳梗塞などの病気を患っている
ので、リハビリと思って体操に行き、妻も心筋
梗塞の手術をしてリハビリ目的で、毎週一緒
に参加しています。公会堂の鍵を開けたり、
受付や血圧測定のお世話をしていますが、最
高齢の89歳の人が元気に参加する姿を見れ
ばとても嬉しく思います。一人暮らしの参加者
がたまに欠席すると心配になり、電話をかけて
安否確認を行ったりします。
　高越地区は農作業などの仕事を続けている
元気な高齢者が多いですが、毎週顔をあわ
せて、参加者同士での地域の結びつきがさら
に強くなってほしいなと願っています。

かもがわ　　 てるゆき

　「高越地区住民主体の通いの場」は「他の地区で行われている平戸よか
よか体操を地元でしたい！」という住民の声に区長が賛同し、平成28
年１月から開始しました。高血圧などの治療をしている参加者もいる
ため、受付後は必ず血圧測定を行い、薬の飲み忘れも参加者同士確認
し合っています。
　参加者の中には、両足の手術後、人の腕をかりて歩いていた参加者
も自分で歩けるようになったり、足がうまく上がらなかった参加者も
つまずきが解消されたりと、立ち上げから半年経って少しずつ体操の
効果を実感しています。

「高越地区住民主体の通いの場」

『
健
康
食
品
で

　
　 

薬
物
性
肝
障
害
！
？
』

　
し
た
。

■
知
人
に
勧
め
ら
れ
た
３
種
の
サ

　
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
取
を
続
け
た

　
と
こ
ろ
、
薬
物
性
肝
障
害
の
重

　
症
と
な
り
１
カ
月
入
院
し
た
。

　　　
健
康
食
品
の
摂
取
に
よ
り
、
ま

れ
に
薬
物
性
肝
障
害
を
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
倦
怠
感
」

「
食
欲
不
振
」「
発
熱
」「
黄
疸
」「
発

疹
」「
吐
き
気
・
嘔
吐
」「
か
ゆ
み
」

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
症
状
が

持
続
す
る
場
合
は
、
摂
取
を
や
め

て
す
み
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
本

報
告
書
で
は
、
健
康
食
品
は
、
い

わ
ゆ
る
健
康
食
品
の
ほ
か
、
保
健

機
能
食
品
も
含
む
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
医
師
か
ら
の
事
故
情
報
受
付
窓

口
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
消

費
生
活
に
お
け
る
食
品
の
摂
取
な

ど
に
よ
っ
て
消
費
者
の
生
命
、
ま

た
は
身
体
に
生
じ
た
被
害
に
関
す

る
事
故
を
、
医
師
か
ら
直
接
お
寄

せ
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　　
今
回
は
健
康
食
品
の
摂
取
に
よ

る
、
薬
物
性
肝
障
害
が
発
生
し

た
事
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

事
例

■
通
販
で
購
入
し
た
特
定
保
健

　
用
食
品
の
粉
末
青
汁
を
１
回
引

　
用
し
た
と
こ
ろ
、
薬
物
性
肝
障

　
害
の
重
症
と
な
り
34
日
間
入
院

市民課市民総合相談室　☎内線2530問

市民総合
相談室

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

文化交流課交流推進班　☎内線2269

董　海燕
（ドン・ハイヤン）
（中国出身）

vol.07
『「
九
」と
い
う
数
字
の
話
』

問

そ
の
中
の
門
は
い
ず
れ
も
縦
横
に

そ
れ
ぞ
れ
九
つ
の
鋲
が
打
た
れ
て

お
り
、
３
つ
の
主
殿
の
壁
の
高
さ

も
九
丈
九
尺
に
な
っ
て
い
ま
す（
１

丈
＝
10
尺
＝
３
．
０
３
０
メ
ー
ト

ル
）

　
ま
た
、
こ
の
お
め
で
た
い
数
で

あ
る「
九
」が
重
な
る「
九
月
九

日
」（
旧
暦
）は「
重
陽
の
節
句
」と

し
て
縁
起
の
良
い
日
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
長
寿
を
願
う
意
味
も
込

め
ら
れ「
老
人
の
日
」と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の「
九
」の
中
国
語

の
発
音
は「
ジ
ュ
ー
」で
あ
り「
末

永
く
」を
意
味
す
る
漢
字
の「
久

（
ジ
ュ
ー
）」の
発
音
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
か
ら
も「
永
遠
・
長
い
」な
ど

を
連
想
さ
せ
る
め
で
た
い
数
字
と

し
て
、
現
在
で
も
愛
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
日
か
ら
九
月
に
入
り
ま
す
。

中
国
の
学
校
で
も
日
本
と
同
じ
で
、

７
、
８
月
の
２
カ
月
の
夏
休
み
が

終
わ
り
、
新
学
期
の
始
ま
り
を
迎

え
る
時
期
で
す
。

　
さ
て
、
今
日
は「
九
」と
い
う
数

字
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
で
は
、「
九
」の
発
音

と「
苦
」の
発
音
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
九
」が
あ
ま
り
好
か
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
中
国
で
は
、

か
な
り
人
気
の
あ
る
数
字
で
す
。

　
古
代
中
国
で
は
、
数
字
を
陰
数

（
偶
数
）と
陽
数（
奇
数
）に
分
け
て

お
り「
九
」は
最
も
大
き
い
陽
数
と

し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

古
代
の
皇
帝
が「
九
五
之
尊
」

（
き
ゅ
う
ご
の
そ
ん
）と
呼
ば
れ
る

理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
中
国

北
京
に
あ
る
世
界
遺
産
の
故
宮
は

皇
居
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

你好（ニーハオ）！平戸

国際交流員

国際交流員
の日記

九

久



認知症の早期発見のめやす
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。
特定健診やがん検診などの日程は、各世帯に配布している「健康カレンダー」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

57-0789

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

27-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

やよいプレイランド

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（田平：やよい幼稚園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

保健センター　☎57-0977問

ところ 種類および受付時間日にち

９月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター（田平町）

大島村公民館

COLAS平戸（未来創造館）

ふれ愛センター度島

平戸市福祉保健センター（田平町）

平戸市福祉保健センター（田平町）

９月５日（火）

９月７日（木）

９月14日（木）

９月20日（水）

９月28日（木）

９月29日（金）

乳

乳母 13：00～13：30９：30～10：00

10：00～10：30

13：00～13：30

12：30～12：45

12：30～13：00

12：30～12：45

19：00～21：00

妊

母妊

乳 乳児健診母子健康相談母妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診 パ

パ
Sun・Mamaひろば（パパ・ママ教室）１１歳６ヶ月児健診

住　所

23-2151

22-2344

23-2151

57-2155

57-0045

57-2155

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問９月の休日当番医

平戸市鏡川町278番地

平戸市浦の町737番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市田平町山内免400

平戸市田平町山内免612番地4

柿添病院

北川病院

柿添病院

青洲会病院

谷川病院

青洲会病院

９月３日（日）

９月10日（日）

９月17日（日）

９月18日（月）

９月23日（土）

９月24日（日）

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

今月の
特ダネ

「認知症の人と家族のつどい」を毎月開催しています

※どの日程でも自由に参加できます（予約不要）。また、個別の相談も受け付けます。

　現在、65歳以上の４人に１人が認知症、または認知症予備軍です。認知症の症状が進むと、被害妄
想や徘徊などが見られ、家族だけでは介護できなくなることもあります。市では認知症の人とその家族、
体験者や専門職が集まる「認知症の人と家族のつどい」を毎月開催しています。認知症の人やその家族、
医療機関や介護保険事業所などの専門職、認知症に関心のある人など参加してみませんか？　

３

３

福祉課地域包括支援センター　内線☎2586問

認知症の人と家族のつどいの10月以降の日程（会場：COLAS平戸）

９月の健康テレフォンプログラム

月　曜

火　曜

水　曜

木　曜

金　曜

土曜・日曜

内　容曜　日
手足が動かなくなるギラン･バレー症候群 

魚の目・たこ 

ぜんそく発作の予防

夏季に多い虫刺され

認知症の見当識障害について

望まない妊娠をしないために

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 ( 携帯不可 )
※携帯電話　　     ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープ   
　が３分間流れます。
　　  お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

９月の認知症の人と家族のつどい

 13：30～ 15：30９月７日（木） 平戸市未来創造館
ＣＯＬＡＳ平戸

日にち 時　間 ところ

福祉課地域包括支援センター　内線☎2586問

９月の献血

  14：30～ 16：00

９月28日（木）

青洲会病院

  9：30～ 13：00 平戸市役所田平支所

日にち 時　間

標語「献血で　救える命が　そこにある」

ところ
保健センター　☎57-0977問

１

１

10月５日（木）

11月２日（木）

12月７日（木）

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

時間

１月11日（木）

２月 １日（木）

３月 １日（木）

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

時間日にち 日にち

～認知症の人と家族の集いとは～
○同じことを何度も言ったり聞いたりする
○しまい忘れや置き忘れが多くなりいつも探している
○料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
○新しいことが覚えられない
○話のつじつまが合わない
○約束の日時や場所を間違えるようになった
○慣れた道でも迷うことがある
○自分の失敗を人のせいにする
○１人でいると怖がったり寂しがったりする
○身だしなみを構わなくなった　　など

○認知症の人や介護している家族が自由に参加できて気
　軽に相談できます。
○同じような悩みを抱える介護者同士が集まるので安心
　して話しをすることができます。
○多くの相談に対応してきたベテランの認知症の人と家
　族の会長崎県支部のメンバーが毎回個別に応じたアド
　バイスをしてくれます。
○ケアマネジャーや保健師などの専門職も参加していま
　す。
○認知症に関する新情報を随時提供しています。

平成30年



医療療養病床に入院している65歳以上の人が負担する1日当たりの光熱水費

医療の必要性の低い人

医療の必要性の高い人

・指定の難病の人
・老齢福祉年金受給

現在
(平成29年９月まで)

320円

0円

0円

平成29年10月～
(平成30年３月まで)

370円

200円

0円

370円

370円

0円

平成30年４月～

度島地区
平戸中部地区
平戸南部地区
生月地区

大島神浦地区
大島的山地区
田平地区

平戸北部地区

平戸市全地区

平戸市漁協度島支所
ふれあいセンター
多目的研修センター
平戸市役所生月支所

大島村公民館
的山地区活性化センター
田平町民センター

未来創造館（ホール）

未来創造館（ホール）

９月 ４日（月）

９月 ５日（火）

９月 ６日（水）

９月 ７日（木）

９月13日（水）

９月14日（木）

９月15日（金）

午後３時10分～午後３時40分
午前９時30分～正午
午後１時30分～午後４時
午前10時～午前11時30分
午後１時～午後３時
午前10時～午前11時30分
午後０時30分～午後１時
午前９時30分～正午
午後１時～午後３時
午前９時30分～正午
午後１時～午後４時
午前９時30分～午前11時

区 域 別 ところ と　　　　き
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乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用
品
の

貸
し
出
し
を
行
って
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　
①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　
１
年

　

 

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　
20
台
・
１
〜
３
カ
月

　
③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ

　
　
月

　
④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

　
　
最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

　
　
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返

　
　
却
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援

　
　
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

　
　
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な

　
　
り
ま
す
。

○
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
乳
幼
児〔
平
成
29
年
12
月
31

　
日（
日)

ま
で
に
出
産
予
定
を
含

　
む
〕の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り

　
先
の
祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、

■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2014
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

Hirado  Informa�onHirado  Informa�on

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出

事
業
第
３
期
募
集
に
つ
い
て

募
　
　
集

般
病
床
に
入
院
し
て
い
る
人
は

対
象
外
で
す
）　

◎
問　
市
民
課
国
保
年
金
班　

　
（
☎
内
線
２
５
９
１
）

 

10
月
１
日
現
在
で
、
平
成
29

年
就
業
構
造
基
本
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民

の
就
業
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
重
要

な
統
計
調
査
で
、
任
意
抽
出
さ

れ
た
世
帯
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
員
が
９
月
中
旬
か
ら
調

査
世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
、

10
月
上
旬
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※

調
査
員
が
調
査
の
た
め
、
皆

　
さ
ん
の
お
宅
に
訪
問
し
た
場

　

合
に
は
、
必
ず「
調
査
員
証
」

　
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

◎
問　
就
業
構
造
基
本
調
査
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
5
7
0

-

07

-
9
3
7
）

　　　
取
引
や
証
明
に「
は
か
り
」を
使

用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
計
量
法

に
よ
り
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
２
年

に
１
度
の
検
査
の
年
で
す
。

○
対
象
と
な
る「
は
か
り
」

　
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る

　
「
は
か
り
」

　

※

家
庭
で
使
用
し
て
い
る「
は

　
　
か
り
」や
民
間
計
量
士
の
検

　
　
査
を
受
け
た「
は
か
り
」は
、

　
　
検
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

▼
試
験
の
種
類　
甲
種
、
乙
種

　
（
第
１
類
〜
第
６
類
）、
丙
種

▼
試
験
の
日
時　

11
月
23
日 

　
（
木
・
祝
）午
前
10
時
〜

▼
試
験
会
場　
長
崎
大
学
教
養
教

　
育
講
義
棟
、
長
崎
工
業
高
等

　
学
校
、
長
崎
県
立
大
学
、
佐

　
世
保
工
業
高
等
学
校
、
島
原

　
工
業
高
等
学
校
、
諫
早
農
業

　
高
等
学
校
、
大
村
工
業
高
等

　
学
校
、
長
崎
県
五
島
振
興
局
、

　
上
五
島
高
等
学
校
、
長
崎
県

　
壱
岐
振
興
局
、
対
馬
市
交
流

　
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
願
書
の
受
付
期
間　

　
電
子
申
請　
９
月
８
日（
金
）

　
〜
19
日（
火
）

　
書
面
申
請　
９
月
11
日（
月
）

　
〜
22
日（
金
）

▼
受
験
願
書
の
入
手
先　
（一
財
）

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安

　
室
、
長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎
、

　
県
央
を
除
く
）、
県
内
各
地
域

　
の
消
防
署

◎
問　
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
内
線
２
１
２
４
）

ま
せ
ん
。

○
用
意
す
る
も
の

　
①
通
知
は
が
き　
②
は
か
り　

　
③
手
数
料

　

※

詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合

　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　
商
工
物
産
課
商
工
新
産

　
業
班

　
（
☎
内
線
２
２
１
４
）

　
保
育
料
な
ど
の
滞
納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　
印
か
ん
と
母
子
健

　
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
市
民

　
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支
所
地

　
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備

　
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ

　
さ
い
。

○
申
請
期
間　
９
月
１
日（
金
）〜

　
14
日（
木
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ

　
　
り
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

　

※

ベ
ビ
ー
ベッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
シ
ー
ト
の
購
入
費
の一
部
は
、

　
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
」を

　
　
活
用
し
て
い
ま
す
。

◎
問　
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
（
☎
内
線
２
５
７
４
）

　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申

込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
９
戸（
24
戸
）

　

▼
平
戸
地
区　

４
戸（
４
戸
）

　

▼
生
月
地
区　

１
戸（
16
戸
）

　

▼
田
平
地
区　

４
戸（
４
戸
）

※

（　

）内
の
戸
数
は
随
時
募
集

　

の
数
で
す
。
７
月
募
集
で
応

　

募
の
な
か
っ
た
住
宅
は
、
随

　

時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の

　

で
、
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
９
月
11
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
可（
必
着
）

○
選
考
方
法　
募
集
戸
数
を
超

　
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
抽
選

　
会
は
９
月
30
日（
土
）に
た
び

　
ら
活
性
化
施
設
研
修
室
で
開

　
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
は
、
該
当
者
に
後
日
通
知

　
　
し
ま
す
。

◎
問　
都
市
計
画
課
総
務
住
宅

　
班　

　
（
☎
内
線
２
２
８
７
）

　　
平
成
29
年
10
月
か
ら
、
医
療

療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
人
の
光
熱
水
費
の
負

担
額
が
左
表
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。（
65
歳
未
満
の
人
や
、
一

医
療
療
養
病
床
の
光
熱
水
費

の
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
29
年
度
第
２
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調

査
の
お
知
ら
せ

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

お
知
ら
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
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３
年
更
新

１
年
更
新

３年

１年 １年 １年 １年 １年 １年

３年

更新

更新 更新 更新 更新 更新 転換

申込

申込

締結

H25.4.1 H28.4.1 H31.4.1

H30.4.1

無
期
労
働
契
約
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お
知
ら
せ

　　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」と
は
、
有

期
契
約
労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
契
約
社
員
な
ど
、
雇
用

さ
れ
る
期
間
を
定
め
て
働
く
人
）

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
の
労
働
契
約
期
間
が
通
算
し

て
５
年
を
超
え
る
と
き
、
労
働
者

が
使
用
者
へ
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、

使
用
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
契
約
期
間
が
無
期
に
転
換
と

な
り
ま
す
。
平
成
30
年
４
月
１
日

以
降
、
多
く
の
有
期
労
働
者
が
申

し
込
み
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
無
期
労
働
契
約
は
、
申
し
込
み

時
点
で
成
立
す
る
た
め
、
申
し
込

み
後
に
無
期
労
働
契
約
を
使
用
者

が
拒
否
す
る
場
合
は
、
た
と
え
無

期
労
働
契
約
期
間
開
始
前
で
あ
っ

て
も
解
雇
と
な
り
、
客
観
的
に
合

理
的
な
理
由
を
欠
き
社
会
通
念

上
相
当
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
崎
労
働
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

◎
問　
長
崎
労
働
局　
雇
用
環
境

　
・
均
等
室

　
（
☎
0
9
5-

8
0
1-

0
0
5
0
）

　　
結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
、

主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で

す
。
結
核
が
進
行
し
た
患
者
の
咳

な
ど
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
結
核

菌
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ

を
他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

り「
感
染
」し
ま
す
。
結
核
は
、

正
し
い
服
薬
で
治
る
病
気
で
す
。

▼
結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
に  

  

よ
く
似
て
い
ま
す

　
①
咳
や
た
ん
が
２
週
間
以
上
続

　
　
く
。

　
②
37
度
程
度
の
微
熱
が
続
く
。

　
③
体
が
だ
る
い
。
ま
た
、
体
重

　
　
が
減
る
、
食
欲
が
な
い
、
寝

　
　
汗
を
か
く
な
ど
の
症
状
も
あ

　
　
り
ま
す
。

▼
結
核
の
予
防
と
早
期
発
見
の
ポ  

  

イ
ン
ト

　
①
せ
き
や
痰
な
ど
風
邪
の
よ
う

　
　
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
い

　
　
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
②
免
疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

　
　
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が

　
　
け
ま
し
ょ
う
。

　
③
年
に
１
回
定
期
的
に
胸
部

　
　
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
け
ま

　
　
し
ょ
う
。
精
密
検
査
が
必
要

　
　
な
場
合
は
、
必
ず
受
診
し
ま

　
　
し
ょ
う
。

　
④
乳
幼
児
への
結
核
予
防
に
は
、

　
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

　
　
有
効
で
す
。

◎
問　
県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

　
健
康
対
策
班

　
（
☎
57-

3
9
3
3
）

　　
平
成
29
年
７
月
１
日
付
で
、
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
次

の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
人

権
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
市
民
の
皆
さ

ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

　
濵
﨑
　
壽
利
さ
ん（
生
月
町
）

　
浦
辺
　
信
好
さ
ん（
小
田
町
）

　
北
村
　
千
鶴
さ
ん（
岩
の
上
町
）

　
太
田
　
正
喜
さ
ん（
田
平
町
）

　
氏
田
　
惠
子
さ
ん（
田
平
町
）

◎
問　
長
崎
地
方
法
務
局
平
戸

　
支
局
平
戸
人
権
擁
護
委
員
協

　
議
会

　
（
☎
22-

2
2
6
3
）

　　
国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の
優

遇
を
受
け
な
が
ら
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
て
加
入
し
、
厚
生
年
金
並

み
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
積
立
方

式
の
公
的
な
年
金
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
の
特
徴

　
▼
掛
金
は
、
全
額
が「
社
会
保

　
　
険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
、

　
　
受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年

　
　
金
等
控
除
」の
対
象
と
な
り

　
　
ま
す
。

　
▼
受
け
取
る
年
金
額
は
、
終
身

　
　
一
定
額
で
変
動
が
あ
り
ま
せ

　
　
ん
。
ま
た
、
万
一の
場
合
は
、

　
　
遺
族
に一
時
金
が
支
払
わ
れ

　
　
ま
す
。（
Ｂ
型
を
除
く
）

　
▼
加
入
後
に
、
掛
金
を
お
休
み

　
　
（一
時
停
止
）し
た
り
、
２
口

　
　
目
以
降
の
減
口
・
増
口
を
し

　
　
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
①
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
第
１
号

　
　
被
保
険
者（
国
民
年
金
の
保

　
　
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人

　
　
ま
た
は
、
農
業
者
年
金
に
加

　
　
入
し
て
い
る
人
を
除
く
）

　
②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
、
国
民

　
　
年
金
の
任
意
加
入
者

◎
問　
長
崎
県
国
民
年
金
基
金

　
（
☎
0
1
2
0

-

65

-

4
1
9
2
）

　　
福
祉
施
設
・
介
護
事
業
所
の

人
事
担
当
者
と
直
接
面
談
が
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
福
祉
・
介
護

の
お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
９
月
24
日（
日
）午

　
後
１
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
さ
せ
ぼ
ホ
ー
ル

　
４
階 （
佐
世
保
市
松
浦
町
２-

　
28
）

◎
問　
佐
世
保
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
（
☎
０
９
５
６-

24-

１
１
８
４
）

　
市
で
は
、
地
域
で
の
支
え
合
い

と
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉（
地
域

福
祉
）を
進
め
る
た
め
、
本
年
度
、

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
本
市
に
住
ん

で
い
る
18
歳
以
上
の
２
千
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か
？

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
内　
容　
平
戸
市
の
地
域
福

　
祉
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

○
提
出
方
法　
返
信
用
封
筒
に

　
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　

※

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
す

　
　
べ
て
統
計
的
に
処
理
さ
れ
、

　
　
個
別
の
内
容
が
公
表
さ
れ
る

　
　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
　
思
い
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ

　
　
さ
い
。

◎
問　
福
祉
課
総
務
班

　
（
☎
内
線
2
5
6
2
）

　
こ
の
週
間
は
動
物
の
愛
護
と
適

正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
適
正
な
飼
養
を
お
願
い

し
ま
す
。

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す

○
と　
き　
９
月
16
日（
土
）午
前

　
10
時
〜
正
午（
荒
天
時
中
止
）

○
と
こ
ろ　
で
ん
で
ん
パ
ー
ク
さ

　
ざ（
北
松
浦
郡
佐
々
町
小
浦
免

　

41-

10
）

○
内　
容　
モ
デ
ル
犬
の
デ
モ
ン

　
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
犬
の
し
つ
け

　
方
教
室
、
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ

　
い
コ
ー
ナ
ー
、
プ
ラ
板
で
迷
子

　
札
を
作
っ
て
み
よ
う
！
、
犬
や

　
猫
の
健
康
相
談

○
入
場
料　
無
料

◎
問　
県
北
保
健
所
衛
生
環
境

　
課
食
品
薬
務
班　

　
（
☎
57-

3
9
3
3
）

　
本
年
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
の
期
間
で
募
集
し
て
い
ま
し

た
緑
の
募
金
活
動
に
お
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
協

力
に
よ
り
、
90
万
４
，
８
６
０
円

の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
森
林
づ
く
り
の
ほ

か
、
花
苗
や
花
木
の
配
布
な
ど
地

域
の
緑
化
に
も
活
用
し
ま
す
。

◎
問　
農
林
課
総
務
班

　
（
☎
内
線
2
2
6
2
）

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物

愛
護
週
間
で
す

福
祉
・
介
護
の
就
職
合
同

面
談
会
を
開
催
し
ま
す

平
戸
市
の
地
域
福
祉
に
関

す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す

あ
な
た
の「
せ
き
」、
結
核
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜
９
月
24
日
か

ら
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す
〜

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

ロ
ー
ゴ
　
ヨ  

イ  

ク  

ニ

「
緑
の
募
金
」へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

延長窓口

■９月の延長窓口実施日
　５日（火）、７日（木）、12日（火）、14日（木）、
19日（火）、21日（木）、26日（火）、28日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し　◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市税の納期限【10月２日（月）】
■国民健康保険税　　　　　第４期
■介護保険料　　　　　　　第４期
■後期高齢者医療保険料　　第３期

○９月20日（水）13：00～ 14：30
　市役所本庁３階C会議室

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

○９月13日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○９月27日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会

市民課内市民総合相談室　☎内線2530問

○９月６日（水）13：00～ 15：00
　中部地区（ふれあいセンター娯楽室）　
○９月13日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（生月支所相談室）
○９月20日（水）14：00～ 16：00　　
　大島地区（大島村公民館）

■消費生活巡回相談

○９月１日（金）10：00～ 16：00
　商工会議所２階会議室
○９月15日（金）10：00～ 16：00
　商工会議所２階会議室
○９月29日（金）10：00～ 16：00
　商工会議所２階会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

■年金相談（完全予約制）
○９月５日（火）　10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○９月19日（火）   10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

市民課国保年金班　☎内線2592　問

市民課戸籍住民班　☎内線2523問

税務課総務徴収班　☎内線2546問

※口座振替日　９月27日（水）
　この日に振替ができなかった場合は、原則として
　翌月12日に再振替します。

本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人の
ために、時間外に証明書などを発行するサービスを実
施しています。サービスを利用される場合は、必ず当
日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

○９月５日（火）９：30～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）
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救
急
医
療
を
守
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま

し
ょ
う

　
急
な
病
気
や
け
が
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
時
に
適
切
な
処
置
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
自
身
の
病
歴
や
服

薬
な
ど
の
記
録
、
日
ご
ろ
の
健
康

状
態
を
把
握
し
て
く
れ
る「
か
か

り
つ
け
医
」を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

で
き
る
だ
け
日
中
の
診
療
時
間 

内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
日
中
の
診
療
時
間
内
は
夜
間
に

比
べ
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
診

療
体
制
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
機
関
の
適
切
な
受
診 

を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
休
日
の
比
較
的
症
状
の
軽
い
病

気
や
け
が
の
際
は
、
初
期
救
急
医

療
機
関
の
休
日
当
番
医（
20
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
救
急
医
療
機
関
に
お
い
て
、

詳
し
い
検
査
や
入
院
が
必
要
と
診

不
妊
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す

木
引
田
町
商
店
街
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

断
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
二
次

救
急
医
療
機
関
に
転
送
さ
れ
、
適

切
な
処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
生
命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
状
態
の
と
き
は
、
迷
わ
ず
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問　
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー

　
ビ
ス
班

　
（
☎
内
線
５
２
１
０
）

　　　
不
妊
治
療
に
つ
い
て
の
相
談

を
専
門
と
す
る
生
殖
医
療
相
談

士
に
よ
る
不
妊
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
人
は

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
相
談
に
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

○
と　
き　

10
月
１
日（
日
）午

　
前
11
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　
平
戸
市
福
祉
保
健

　
セ
ン
タ
ー

○
内　
容　
個
人
面
談

○
料　
金　
無
料

○
申
込
方
法　
電
話
に
て
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
９
月
25
日（
火
）

○
申
込
先　
平
戸
市
保
健
セ
ン

　
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班　

◎
問　
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー

　
ビ
ス
班

　
（
☎
内
線
５
２
１
１
）

　
県
で
は
、
労
働
条
件
や
労
使
関

係
な
ど
、
労
働
問
題
全
般
に
つ
い

て
、
働
く
人
、
経
営
者
、
双
方
か

ら
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

賃
金
・
退
職
金
や
労
働
時
間
、

解
雇
・
退
職
な
ど
労
働
条
件
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と　
き

　
○
職
員
に
よ
る
労
働
相
談　

　
　
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

　
○
弁
護
士
に
よ
る
特
別
労
働

　
　
相
談（
要
予
約
）

　
　
祭
日
を
除
く
毎
月
第
４
水
曜

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

 
 
30
分

▼
と
こ
ろ　
長
崎
県
佐
世
保
労
働

　
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー（
県
北
振

　
興
局
本
館
４
階
商
工
労
政
課

　
内
）

◎
問　
長
崎
県
佐
世
保
労
働
相

　
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
1
2
0-

7
8
3-

3
6
9
）

　「
ま
ち
ゼ
ミ
」開
催

　
９
月
２
日（
土
）〜
９
月
30
日

（
土
）の
間
、
全
34
講
座
75
回
の

「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
行
い
ま
す
。
詳

し
い
内
容
や
日
程
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
や
市
内
主
要
ス
ポ
ッ
ト

に
置
く
チ
ラ
シ
な
ど
を
参
照
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
ま
す
。

「
あ
な
た
が
い
ち
ば
ん
輝
い
て
い

た
瞬
間
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　
９
月
１
日（
金
）〜
10
月
10
日

（
火
）の
間
、
木
引
田
商
店
街
の

各
店
舗
に
、
皆
さ
ん
に
応
募
い

た
だ
い
た「
い
ち
ば
ん
輝
い
て
い

た
瞬
間
」の
写
真
を
、
商
店
街
に

掲
示
し
ま
す
。
も
っ
と
も
輝
い

て
い
た
写
真
は
、
平
戸
く
ん
ち

城
下
秋
ま
つ
り
で
発
表
し
ま
す
。

審
査
員
は
町
を
歩
く
皆
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問　
木
引
田
町
商
店
街
振
興

　
組
合（
担
当
・
山
頭
）

　
（
☎
０
８
０-

１
７
７
３-

３
９
３
７
）

　　
「
長
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
」は
、
平
成
27
年
６
月
か

ら
長
崎
商
工
会
議
所
が
経
済
産

業
省
の
委
託
を
受
け
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承

継
や
事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る
各
種

相
談
に
対
し
て
無
料
・
秘
密
厳
守

で
幅
広
く
応
じ
る
公
的
機
関
で
す
。

　
後
継
者
不
在
な
ど
で
事
業
存
続

に
お
悩
み
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
や
こ
れ
ら
経
営
資
源
を
引

き
継
ぐ
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
常
駐

専
門
家
が
事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る

課
題
の
解
決
に
向
け
た
助
言
・
情

報
提
供
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
橋
渡
し

な
ど
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ご

連
絡
が
あ
れ
ば
、
各
事
業
所
ま
で

出
向
き
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問　
長
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支

　
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５-

８
９
５-

７
０
８
０
）

「
長
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
」の
ご
案
内

９
月
３
〜
９
日
は「
救
急
医

療
週
間
」、
９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

「
労
働
相
談
」を
実
施
し
て

い
ま
す
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原風景を楽しむ７
29

　世界文化遺産候補「長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産」の構成資産「平戸の聖地と集落」と
なっている春日集落を舞台に「潜伏キリシタンの歴
史を継承する春日集落で米作り体験＆棚田ウォー
ク」の第２弾イベントとして、棚田ウォークが開催
されました。
　この日は、小学生を含む市内外から16人が参加。
ガイドの案内を聞きながら、約４キロメートルの周
遊コースをウォーキングし、春日の原風景を楽しみ
ました。

　姉妹都市オランダ王国ノールトワイケルハウト市
からサッカー指導者を招き、本市の指導者や子ども
たちと交流を行いました。
　期間中は、長崎県中学校総合体育大会のサッカー
競技の観戦や、市内の学校を訪問し、子どもたちに
オランダの最先端の指導を行いました。また、本市
のサッカーチームの指導者とも親睦を図りました。
　オランダの関係者は「技術はもとより、勝つため
にゲームの流れを考える力、サッカーの楽しさなど
交えながら教えることが大切」と伝えました。

オランダの育成技術を学ぶ７
28
21

～ 北の中学生と友情を育む８

　北海道枝幸町の中学生６人が「いきいき交流事業」
の一環で平戸市を訪れ、去年の冬に枝幸町に訪問し
た生徒の家にホームステイをしながら平戸での暮ら
しを体験しました。
　生徒たちは、シーカヤック体験、平和学習など北
海道ではなかなか味わえない貴重な体験をし「一生
忘れることのない平戸で過ごす特別な夏休み」とな
りました。
　見送り式では、別れを惜しみながらそれぞれが再
会を誓い合っていました。

10
６

　英国商館通りとみやんちょ一番街で、毎年恒例
の商店街の夏祭り「コックスフェスタ・王国祭」
が開催されました。
　夕暮れの時間から歩行者天国となった商店街に
は、ヨーヨー釣りや回転ボード、ダーツ、金魚す
くい、ハーレーダビットソンの展示コーナーなど
のほか、スタンプラリーやかき氷、串焼きなどの
出店が並んでいました。
　また、平戸小学校の金管バンドによる演奏など
も行われ、家族連れや若者などで夜遅くまでにぎ
わっていました。

５
８ 真夏の夜の商店街まつり

　津吉地区のまちづくりの拠点となる「津吉地区ま
ちづくり運営協議会」事務所の開所式が、津吉交流
会館で開催されました。
　平成29年１月１日に発足した津吉地区まちづく
り運営協議会は、これまで、地元農産物などを軽ト
ラックに載せて販売する「軽トラ朝市」や、地域の花
の植栽なども行っています。９月には、主に高齢者
の通院を目的とした送迎支援を始める予定です。
　立石学会長は「事務所開設を機に、今後も積極的
にまちづくり活動を続けていきたい」と話しました。

津吉地区の交流拠点として２
８

　７月31日から８月１日にかけて小学生を、８月23
日から24日にかけて中学生を対象に「イングリッシュ
キャンプ」が実施されました。
　この事業は、外国人と触れ合い、英語を使う機会を
提供することで、英語への関心を高め、将来国際的に
活躍する人材を育成することを目的に行われました。
　市内各小・中学校から集まったそれぞれ約40人の
児童・生徒たちは、外国人の講師とともに1泊2日の
生活の中で、英語を使ったさまざまな体験を通し、英
語の魅力を再認識していました。

生の英語にふれあう１
８

～
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投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

10月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「10月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

10月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学
前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

９月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

問

おくやみ

うぶ声

市民課戸籍住民班　☎内線2523

＆

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前

お
く
や
み

死
亡
日

行
政
区

年
齢

名　

前

　　　【
平
戸
地
区
】　　

鴨
川　
茉
奈 

恵
吾 

高
越

吉
浦　
怜 

亮 

大
久
保

嵜
本　
悠
斗 

啓
太 

赤
坂

柴
山　
心
海 

原
喜 

宮
の
浦

【
生
月
地
区
】

大
浦　
伊
織 

正
嗣 

舘
浦
浜

鴨
川　
海
惺 

幹
弘 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

大
浦　
芽
衣 

博
史 

米
の
内

出
口　
結
南 

和
茂 

下
里

福
田　
夏
菜 

将
三 

米
の
内

中
村　
百
花 

慧
亮 

永
田

【
大
島
地
区
】

白
石　
湊
珂 

典 

大
根
坂

白
石　
昊
珂 

典 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

山
田　
ス
エ 

101
歳 
7
／
17 
根
獅
子
第
３

神
田　
定 

90
歳 
7
／
17 
田
の
浦

吉
住　
求 

79
歳 
7
／
19 
前
津
吉
浜

田
中　
勉 

76
歳 
7
／
25 
志
々
伎
浦

森　
龍
太
郎 

65
歳 
7
／
25 
大
川
原

森　
ス
ナ
子 

88
歳 
7
／
25 
飯
良
第
１

徳
永　
美
恵
子 
91
歳 
7
／
27 
浦
の
町

吉
田　
喜
代
子 
61
歳 
7
／
27 
薄
香
浦

濵
田　
ツ
ヤ
子 
88
歳 
7
／
28 
船
木

塩
谷　
廣
𠮷 

66
歳 
7
／
29 
獅
子
第
４

中
山　
キ
ヲ 

93
歳 
7
／
31 
薄
香
浦

峯　
ヒ
サ
ヱ 

87
歳 
７
／
31 
赤
坂

辻　
ト
ミ
ヱ 

77
歳 
8
／
5 
根
獅
子
第
２

濵
内　
惠
美
子 
80
歳 
8
／
7 
田
助
浦

納
屋　
輝
満 

93
歳 
8
／
7 
宮
の
浦

山
浦　
左
五
平 
95
歳 
8
／
13 
深
川

増
本　
テ
ル 

92
歳 
8
／
15 
木
引

𠮷
福　
ト
ミ 

93
歳 
8
／
15 
津
吉
元

【
生
月
地
区
】

高
村　
明
代 

79
歳 
7
／
26 
舘
浦
潮
見

内
山　
寅
雄 

91
歳 
7
／
29 
御
崎

長
島　
イ
ツ
子 
82
歳 
8
／
1 
堺
目

牟
田　
イ
ト 

96
歳 
8
／
1 
壱
部

岩
本　
ツ
ネ 

90
歳 
8
／
5 
舘
浦
浜

釜
我　
秀
一 

82
歳 
8
／
9 
堺
目

大
浦　
肇 

82
歳 
8
／
15 
堺
目

【
田
平
地
区
】

野
上　
チ
ヱ
子 
79
歳 
7
／
16 
釜
田

富
永　
榮 

93
歳 
7
／
17 
岳
崎

冠　
　
喜
美
子 
67
歳 
7
／
18 
古
梶

山
下　
廣
止 

89
歳 
7
／
20 
米
の
内

松
口　
幸 

83
歳 
7
／
22 
外
目

小
出　
す
え
子 
49
歳 
8
／
2 
永
久
保

富
永　
幸
子 

80
歳 
8
／
4 
野
田

中
村　
廣
美 

75
歳 
8
／
8 
野
田

浦
田　
カ
ツ 

94
歳 
8
／
9 
下
里

【
大
島
地
区
】

桑
𠩤　
末
藏 

86
歳 
7
／
16 
前
平

寺
田　
リ
ン 

87
歳 
8
／
15 
大
根
坂

　
　
　
　
　

  

（
７
／
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〜
８
／
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受
付
分
） 
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て
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お
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と
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が 

さ
か
え
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も
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き　
み　
こ　

や
ま
し
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ひ
ろ　
し

ま
つ
ぐ
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み
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き
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と
み
な
が 

さ
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こ

な
か
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ら 

ひ
ろ　
み

う
ら　
た

く
わ
は
ら 

す
え
ぞ
う

て
ら　
だ

いつまでもお元気で祝100歳
　８月20日、度島町の長島セン
さんが100歳の誕生日を迎えら
れ、市長が入所先のグループ
ホームじゃんがらを訪れました。
市長は、お祝いの花束と記念品
を贈り、長寿を祝いました。

平戸とオランダの架け橋として活躍
　平戸とオランダの架け橋とし
て活躍された、国際交流員のシ
ンゴディクローモ・ヴァージル
さんが、1年の任期を終え帰国
することになりました。今後の
ご活躍を祈念します。

あやか 　  　かのん

綾香 嘉恩 ちゃん
Ｈ27.９.10　２歳（山中町）

  井元　優里那 ちゃん
Ｈ27.９.20　２歳（大久保町）

おかだ　　　　 ゆいき

岡田　唯希 くん
Ｈ28.９.28　１歳（田平町）

いのもと 　　　　  ゆ り な

千北　幸翔 くん
Ｈ23.９.30　６歳（田平町）

ちぎた　　　　　ゆきと

よこやま 　　　 
 ゆうり

横山　夕莉 ちゃん柳田　まほ ちゃん
Ｈ28.９.6　1歳（大久保町）

石田　彩姫 ちゃん長嶺　弦 くん
Ｈ28.９.６　１歳（生月町）

牧山　結心 ちゃん
Ｈ27.９.８　２歳（田平町）

丸屋　綾久 くんＨ28.９.12　１歳（大久保町）

 まるや　　　　  り く まきやま　　　 　ゆい

やなぎだ　ながみね 　　　げん
いしだ 　　 　  あやめ

Ｈ26.９.21　３歳（田平町） Ｈ27.９.23　２歳（古
江町）
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